
市
設
置
型

　
希
望
す
る
方
に
、
市
が
浄
化
槽
本
体
の
設

置
工
事
と
維
持
管
理
を
し
ま
す
。
維
持
管
理

費
と
し
て
毎
月
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
11
月
30
日
㈬
ま
で

対
象
　
公
共
下
水
道
全
体
計
画
区
域
外
や
、

農
業
集
落
排
水
区
域
外
に
設
置
す
る
方

●
浄
化
槽
設
置
に
係
る
水
洗
便
所
改
造
資
金

　
　
　
　
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

　
く
み
取
り
便
所
ま
た
は
単
独
処
理
浄
化
槽

を
廃
止
し
て
水
洗
ト
イ
レ
に
す
る
場
合
、
市

が
指
定
金
融
機
関
に
１
０
０
万
円
ま
で
の
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
利
息
の
全
額
を
負
担

し
ま
す
。

個
人
設
置
型

　
個
人
が
一
般
住
宅
に
10
人
槽
以
下
の
浄
化

槽
を
設
置
す
る
場
合
に
、
本
体
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫
ま
で

対
象
　
公
共
下
水
道
全
体
計
画
区
域
の
事
業

計
画
区
域
外
に
設
置
す
る
方

●
個
人
が
浄
化
槽
を
設
置
・
使
用
す
る
際
は

　
　
　
　
　
　
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

•
設
置
工
事
は
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
業

者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

•
浄
化
槽
の
使
用
開
始
や
廃
止
、
休
止
、
再

開
、
管
理
者
変
更
が
あ
る
場
合
は
市
へ
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
浄
化
槽
を
使
用
す
る
際
は
、
次
の
よ
う
に

適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
①
４
カ
月
に
１
回
以
上
の
保
守
点
検

　
②
年
に
１
回
以
上
の
清
掃

　
③
年
１
回
の
法
定
の
水
質
検
査

問
合
せ
　
下
水
道
課
☎
89
・
２
２
０
３

　
長
崎
、
東
能
代
の
一
部
区
域
で
下
水
道
工

事
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に
は

個
別
に
連
絡
す
る
ほ
か
、
着
工
前
に
工
事
内

容
や
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
期
間
中
は
交
通
規
制
と
な
り

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
下
水
道
課
☎
89
・
２
２
０
３

下
水
道
事
業
の
お
知
ら
せ

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

　
水
洗
ト
イ
レ
に
す
る
費
用
に
対
し
、
１
０

０
万
円
ま
で
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

返
済
に
係
る
利
息
の
全
額
ま
た
は
半
額
を
市

が
負
担
し
ま
す
。

●
地
下
水
使
用
の
方
で
世
帯
人
数
の
変
更
が

　
　
　
　
あ
っ
た
時
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
下
水
道
使
用
の
方
で
地
下
水
使
用
（
上
水

道
と
の
併
用
を
含
む
）
の
方
は
、
世
帯
人
数

に
よ
り
下
水
道
使
用
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必

ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
地
下

水
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
も
、
届
け
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
工
事
場
所
】

　
５
月
26
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
能

代
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
第
１
部
で
日
本
海
沖
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
７
の
大
地
震

が
発
生
し
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と

い
う
想
定
で
、
市
役
所
本
庁
舎
、
二
ツ
井
町

庁
舎
で
避
難
訓
練
と
災
害
対
策
本
部
運
用
訓

練
を
行
い
ま
す
。
第
２
部
で
は
、
大
地
震
に

よ
り
建
物
の
倒
壊
や
破
損
が
多
数
確
認
さ
れ

た
と
い
う
想
定
で
、
鶴
形
地
域
拠
点
施
設
で

避
難
所
開
設
訓
練
を
行
い
ま
す
。

「
い
ざ
」と
い
う
と
き
の
た
め
の
備
え
を

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

多
数
の
被
害
が
同
時
に
発
生
す
る
大
地
震
の

場
合
、
防
災
関
係
機
関
だ
け
で
は
対
応
に
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
真
夜
中
に
地
震
が
起
き
た
ら
？
大
き
な
津

波
が
襲
っ
て
き
た
ら
？
日
ご
ろ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
事
態
を
想
定
し
て
災
害
に
備
え
「
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
（
自
助
）」「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
（
共
助
）」
こ
と

が
大
切
で
す
。「
い
ざ
」と
い
う
と
き
の
た
め

に
、
各
自
治
会
や
隣
近
所
の
皆
さ
ん
で
災
害

時
の
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
に
つ
い
て
確
認

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
防
災
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
89
・
２
１
１
５

浄
化
槽
を
設
置
す
る
区
域
に
よ
り
制
度
が
異
な
り
ま
す

地震から身を守るための心掛け

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
申
請
を
受
付
中

個人設置型浄化槽整備
事業の補助金額　　　

市設置型制度の個人負担金と月額使用料

※設置場所のコンクリートなどの撤去、宅内・宅外配管、
水洗トイレ・電気工事などは、別途個人負担です。

※申請受け付けから工事完了まで約３カ月かかります。
※10人槽を超える場合は表の区分と異なります。

738,000円以内
（うち150,000円）

事業所など

10人槽

10人槽

7人槽

5人槽

区　分
設置工事の個人分担金 月額使用料（税込）

2世帯住宅
など

561,000円以内
（うち120,000円）7人槽

442,000円以内
（うち90,000円）5人槽

補助金額（うち
市上乗せ補助額）区　分

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
の
た
め

今
年
度
の
下
水
道
工
事
を
始
め
ま
す

5,610円

4,180円

事業所など

441,600円

352,800円

204,100円

150,700円

専用・　
併用住宅

専用・　
併用住宅

3,960円

6,600円598,000円255,400円 4,950円

2,860円

長崎分区東能代第一分区

国道７号国道７号

東能代駅

国
道
１
０
１
号

災
害
へ
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
５
月
26
日
㈭
　
能
代
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、市職員を中心とした訓練とします。

【主な訓練内容】
第１部　市役所（本庁舎、二ツ井町庁舎）
●来庁者避難誘導および避難訓練　●災害対策本部運用訓練
●テレビ会議システムを使った情報伝達訓練　など
第２部　鶴形地域拠点施設
●避難所開設訓練　●電動車両を活用した給電訓練　など

【主な訓練内容】
第１部　市役所（本庁舎、二ツ井町庁舎）
●来庁者避難誘導および避難訓練　●災害対策本部運用訓練
●テレビ会議システムを使った情報伝達訓練　など
第２部　鶴形地域拠点施設
●避難所開設訓練　●電動車両を活用した給電訓練　など

備蓄・非常用持ち出し品の準備
　非常時の水・食料の備蓄や、非常用持ち出
し品を準備しておく。

家具の固定
　家具を固定する。また、万が一、倒れてき
た場合でも通路をふさがない配置にする。

安全スペースの確保
　物が落ちてこない、家具が倒れて
こない「安全スペース」を室内に作
っておく。

連絡手段の確認
　地震発生時の連絡手段や集合場所
などを家族で話し合っておく。

防災訓練への参加
　災害時に慌てず行動できるように、
積極的に防災訓練に参加する。

周囲の状況確認
　普段通る道に危険な場所や物がないか確認
しておく。地盤の弱い場所では降雨などで土
砂災害の危険もあるので注意。
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